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【研究論文】

過食行動のメカニズム理解における
食物手がかり反応性の学習モデルの役割

 田　中　久美子

要　　　旨

　おいしくて高カロリーの食物が豊富にある現在の肥満誘発環境が、過剰消費と体重増加の主

な原因であると考えられている。しかし、この環境で誰もが過食し、肥満になるわけではなく、

肥満者には過食や体重増加に寄与する根本的特徴が存在することが示唆されている。過食行動

の根底にある食物手がかり反応性の学習モデルの詳細な知識は、肥満を永続させるプロセスを

理解し、食物摂取の衝動を自己制御することが難しい人々を支援するのに役立つ可能性がある。

　そこで本研究では、食物手がかりに関する学習の個人差が、どのように過食行動の発達と維

持に影響を与えるかについての理解を深め、将来の研究課題と介入の機会を導くための枠組み

を提供することを目的とする。

１．問題と目的

1-1 はじめに

食欲をそそるおいしい食物が豊富にある現在の食環境は、健康的な体重の維持が妨げられ、

肥満の蔓延をさらに助長する可能性がある（Vandevijvere et al., 2015）。肥満は世界的な公衆

衛生上の主要な問題であり、肥満の有病率の急速な増加は医療費の増加にもつながっている 

（Flegal et al., 2010）。わが国においても、肥満傾向児の割合は2011年以降増加傾向にあり（文

部科学省，2020）、子どもの肥満は将来の生活習慣病の大きな危険因子とされている。

おいしい食物が簡単に入手できる環境では、直接的なリマインダーとなる食物の見た目や匂

いだけでなく、広告やロゴなどおいしい食物を思い出させる手がかりも数多く存在する。その

ため、空腹を感じていなくても、それらが消費の衝動を促し、過食の誘惑をさらに高める。こ

うした現在の食環境は、日常の状況を食物摂取と結び付ける多くの機会を提供しており（van 

den Akker et al., 2013）、食物、手がかり、および行動との間に関連性が形成される連合学習

プロセスが、過食と肥満に重要な役割を果たしていることが示唆される。

肥満を誘発する環境内の刺激が、古典的条件づけを通じて強化されるメカニズムを統合的に

理解することは、肥満の発症要因の特定だけでなく、肥満の予防や改善、さらには生涯にわた
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る健康の維持増進において非常に重要といえる。そこで、本論文では、まず古典的条件づけの

基礎と、肥満につながる過食行動との関連を概説する。

1-2 古典的条件づけで生じる過食

動物を用いたPavlovによる古典的条件づけ（classical conditioning）とは、無条件反応

（unconditioned response: UR）を引き起こす無条件刺激（unconditioned stimulus: US）と、

それとは異なる中性的な条件刺激（conditioned stimulus: CS）とを一緒に呈示（以下、対呈示）

すると、CSに対して条件反応（conditioned response: CR）が誘発されるという一連の学習メ

カニズムのことである。犬に餌を与えると同時にメトロノームの音を聞かせることを繰り返す

と、やがて犬はメトロノームの音を聞いただけでも餌に対する反応と同様の反応を示した。人

間における古典的条件づけの先駆的研究では、Watson & Rayner（1920）は、11ヵ月の乳児

を対象に、金属音（US）と白ネズミ（CS）とを対呈示すると、乳児が白ネズミに対して恐怖

反応（CR）を見せるようになることを明らかにした。つまり、USとCSとの対呈示で両者の間

に結びつきを学習することによって、新たな反応（CR）を獲得するというプロセスが、連合

学習の中心を占める。

従来、人間における古典的条件づけの研究の多くは、恐怖反応や不安障害の形成・維持といっ

た嫌悪感のあるUSを予測するCSに焦点が当てられてきた。しかし、脅威の回避と同様に、食

物の発見は生物の生存にとって重要であり（Andreatta & Pauli, 2019）、食欲反応の誘発に対

しても、古典的条件づけは有用な理論的枠組みを提供できるといえる。Jansen et al.（1998）は、

Pavlov（1927）の学習モデルを用い、食物摂取と体系的に関連づけられた刺激がCSとして機

能することで、食物への強い渇望や唾液分泌の増加など、摂取の準備をするための多様な心理

的・生理学的反応（条件反応、CR）が活性化され、食物消費を促進するという過食の古典的

条件づけモデルを提唱した。これに基づけば、現在の肥満誘発環境内では、食物摂取と結びつ

く数多くの刺激や文脈がCSとして食物と対呈示されていることになり、実際に食物を摂取し

ていなくても、食物摂取による無条件反応と同様の反応が生じると考えられる。

実験室研究では、サービングトレイ（Van Gucht et al., 2013）や幾何学的図形（Van Gucht 

et al., 2010）などの初めは中立的な非食物刺激によっても、唾液分泌や食物摂取などの行動反

応が認められている。さらに、状況自体がCSとして機能することもある。動物を用いた古典

的条件づけの研究では、食事と関連づけられていたケージ内で満腹状態のラットの食物摂取

量が増加した（Petrovich et al., 2007）。人間においても、仮想現実実験室でミルクシェイク

の受け取りを繰り返し学習すると、特定の状況に対するCR（ミルクシェイクを飲みたいとい

う期待と欲求の増加、唾液分泌の増加、摂取量の増加）が確認された （van den Akker et al., 

2013）。

過食行動のメカニズム理解における食物手がかり反応性の学習モデルの役割
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以上のように、条件づけのプロセスから、豊かな食環境では摂取に関連した刺激によって容

易に食への欲求を学習し得ることが示唆される。しかし、従来の学習理論への批判として、こ

うした肥満誘発環境において誰もが過食を促進し、肥満になるわけではない。これは、摂食

欲求や唾液分泌など、食物摂取を予測する手がかりに対する反応 （food-cue reactivity：以下、

食物手がかり反応性） が個人によって異なるためである。近年は、US-CSの対呈示の学習モデ

ル以外の要因が、CRの獲得に大きく影響を与えることが示されており、食物手がかり （CS）

に対する感受性や反応性の個人差への関心が高まっている。そして、この食物手がかり反応

性が、一部の個人において過食を促進するメカニズムの1つとして関与している（Stice et al., 

2011; Volkow et al., 2011）と考えられている。

そこで本論文では、過食につながる学習経験に重要な役割を果たしている食物手がかり反応

性に注目し、これに影響する傾向として、行動の活性化にかかわると考えられる衝動性と報酬

感受性の２つに焦点を当てる（Figure 1）。そして、食物手がかり反応性に関連する諸理論や、

摂食や体重に懸念のある個人のパーソナリティ要因に関する心理学的研究を概説し、その動向

を把握することを目的とする。特に、摂食に対する食物手がかりの影響についての研究は、著

者の知る限り、国内ではほとんど見当たらない。本論文を通じて、この分野の将来の研究に使

用される可能性のある新しい理論的枠組みを提供することも目的とする。

２．過食行動の背景要因となるパーソナリティ特性

2-1 Grayの強化感受性理論

肥満や過体重の人は、食物手がかりの感覚特性に対して敏感であり、生理機能の変化や食へ

の渇望の増加が認められる（Ferriday & Brunstrom, 2011）。理論的には、食物手がかり反応

性は、ドーパミン作動性システムにおける神経活動として反映されると考えられている（Leigh 

& Morris, 2018）。このような食物の摂取行動を含む幅広い精神病理学における個人差を説明
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Figure 1 食物手がかり反応性のプロセスおよび個人差要因
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できる神経生物学と学習理論に基づいた性格モデルの1つに、Gray （1970）によって提唱され

た強化感受性理論（Reinforcement Sensitivity Theory: RST）がある。

RSTは２つの仮説的な神経心理学的システムに基づいている。まず１つのメカニズムであ

る行動賦活システム （Behavioral Activation System: BAS）は、報酬の存在や罰の不在を予告

するCSによって活性化され、接近行動を引き出す。一方で、もう1つのメカニズムである行動

抑制システム（Behavioral Inhibition System: BIS）は、罰を知らせるCSによって活性化され、

接近行動を抑制する行動抑制システムによって媒介される（Corr et al., 1995）。

RSTを過食現象に当てはめると、食物手がかりの視覚的および嗅覚的刺激にさらされること

により、ドーパミン作動性システムの活性を通じてBASが開始され、報酬を獲得するための

行動が促進される可能性がある。したがって、BASと関連があるとされる衝動性および報酬

感受性は、食物手がかり反応性に寄与する特性であると考えられる（Figure 2）。以下に、各

特性が食物手がかりに対する学習反応を強化する実証的研究を展望し、食物手がかり反応性の

メカニズムについてより深い洞察を得ることとする。

2-2 衝動性

おいしい食物が豊富な環境では、食物手がかりにより食べたい衝動に駆られ、食べ過ぎるこ

とがある。この衝動性は肥満者の過食行動を理解するために重要なパーソナリティ特性である

といえる。

衝動性は、様々な場面で問題になることの多い、注意深い思慮なしに生じる行動特性で

ある。衝動性は多面的な構成要素であり（Dawe et al., 2004）、尺度による測定や、実験課

題により行動的に測定される。国内外で広く使用されている衝動性の尺度の1つは、Barratt 

Impulsiveness Scale-11 （BIS-11: Patton et al., 1995）である。このBIS-11は、運動衝動性（考

えることなく行動し自己制御が困難）、非計画的衝動性（現在・将来の計画を立てるのが困難）、

注意衝動性（注意を集中するのが困難）の計３因子から成る。ただし、改訂日本語版BIS-11（小

 

 

 

Figure 2 食物手がかり反応性のプロセスに影響するBASおよび関連特性
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橋・井田，2013）では、注意衝動性に当たる因子は確認されず２因子構造となっている。

いくつかの研究からは、衝動性が過食や肥満と正の関連があることが分かっている。

Nederkoorn et al.（2006）は、肥満の参加者が、健康な対照者と比較して、衝動性の行動的尺

度（Stop-Signal Taskによる測定）でより高いスコアを示したことを報告した。また、過食症

患者では、健康な対照者と比べ、運動および注意の衝動性が高いことが示されている （Rosval 

et al., 2006）。

さらに、衝動性は食欲の条件づけも強化している。先述のvan den Akker et al.（2013）に

よる仮想現実実験室で行われた特定の状況に対する条件反応（食欲と期待の増加、唾液分泌の

増加、摂取量の増加）の研究では、衝動性がこの条件づけされた状況においてのみ摂取量の増

加を予測することが明らかになった。また、Jasinska et al.（2012）は、運動および注意の衝

動性の両方が、食物手がかりに反応した過食と、おいしい不健康な食物を選択することに関連

していることを示した。これらの結果はRSTに準拠していると考えられる。つまり、衝動性は、

食欲学習確立後の条件刺激にアプローチする動機づけ特性に関与しており、それが食物摂取を

促進すると示唆された。

2-3 報酬感受性

RSTは、環境内の報酬刺激と罰刺激に対する個人の感受性が異なる可能性のあることを示し

ている。この2つの行動抑制および行動賦活のシステムの個人差を測定するBIS/BASスケール 

（Carver & White, 1994）は、報酬あるいは罰の感受性を測定するために広く使用されている

質問紙の1つであり、日本語版は髙橋ら（2007）によって作成されている。

この尺度は、罰の回避傾向を示すBIS1因子、報酬への接近傾向を示すBAS3因子から構成さ

れ、BASの3因子には、駆動（Drive: 報酬のある刺激に近づく動機）、刺激探求（Fun Seeking: 

新奇な刺激や報酬刺激を求める動機）、報酬反応性（Reward Responsiveness: 報酬を受け取る

ことへの期待）が含まれる。一般に、嗜好性の高い食物の摂取量増加は、食物の報酬に対する

感受性が、報酬に対する行動を抑制する能力を超えた場合に生じる（Appelhans et al., 2011） 

と考えられている。この食物の報酬特性によって引き起こされる摂取は、アプローチシステム

であるBASの３側面によって複合的に影響を受けると考えられる。具体的には、BASが高い

人において、駆動の高まりが環境内のおいしい食物に近づいて消費しようとする動機の増大に、

刺激探求の高まりが新しい食物へのアプローチに、報酬反応性の高まりがおいしい食物を摂取

するときの興奮に、それぞれ寄与する可能性がある。

次に、報酬感受性、摂食行動、および肥満との関連について調査した研究を紹介する。女子

大学生を対象にしたFranken & Muris（2005）の研究では、報酬感受性が、食物への渇望およ

びBMI（肥満指数）に大きく関係していた。このことから、報酬感受性により、報酬効果を求

めておいしい食物を探したり、それらを繰り返し摂取したりすることで、過食や肥満のリスク

田　中　久美子
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がより高くなると考えられる。Robinson & Berridge（2000）による報酬感受性理論では、刺

激の報酬特性に対する過敏性が、刺激の中毒性の可能性を高めると仮定している。この仮定に

従うならば、食物の快楽的特性に過敏に反応し、過剰に摂取することは、過食症や食物依存症

などの臨床的に重大な問題に至る可能性が高いといえる。

快楽的価値を有する高カロリーで嗜好性の高い食物では、その視覚的および嗅覚的特徴にさ

らされると、低カロリーの食物よりも強い報酬反応が引き起こされ、行動的アプローチの反応

を促進する（Davis et al., 2007）。実際、食物画像に対する神経生理学的反応を調査した研究で、

肥満の参加者は、痩せた対照者と比較して、食物画像を見たときに脳領域で複数の活動が増加

していることが示され、この活性の増加は、低カロリー食物よりも高カロリー食物でより顕著

であることが分かった（Frankort et al., 2012）。また、低カロリー食物に比べ、高カロリー食

物の場所をより正確に記憶する空間記憶バイアスが、食事摂取量と強い相関関係にあるBMIの

高さと関連することが示されている（de Vries et al., 2022）。

このような高カロリー食物に対する認知バイアスは、かつて祖先の狩猟採集民が過酷な食

環境の中で貴重な高カロリー食物を効率的に見つけやすくする適応的メカニズム（de Vries et 

al., 2020）ではあったが、現在の豊かな食環境では逆効果とされている（Li et al., 2018）。それ

ゆえ、肥満者は、容易に高カロリー食物の存在に気づき、選択する可能性が高まる危険な物理

的状況に置かれているといえる。

３．全体的考察
過食行動に古典的条件づけを考慮する意義とパーソナリティ特性の研究の必要性

嗜好性の高いおいしい食物を日常的に摂取する人々において、食物の見た目や風味が条件反

応を生じさせるのならば、本物の食物だけでなく、いわゆる「SNS映え」を意識した「フード

ポルノ（foodporn）」と呼ばれる食欲をそそる食物画像への接触や、気晴らし・娯楽を目的と

する食事中のデバイス利用など、近年急増する食に関連したデジタル環境にも、同様の反応が

生じてしまう可能性が考えられる。特に肥満の人は、CSに知覚的または概念的に関連するよ

り広範囲の刺激や状況に対しても条件反応を引き起こしやすい。これは、予測的手がかりと非

予測的手がかりとを識別する学習能力の低さが、過度の一般化に影響しているということであ

る（van den Akker et al., 2017）。したがって、肥満の人においては、環境内に容易に反応性

を誘発する食物手がかりが多数存在することになり、それらとおいしい食物との間に関連性を

形成しやすく、食欲や過食を促進する可能性がさらに高まる。

本論文では、食物手がかり反応性が生じる原因を古典的条件づけによる学習と仮定し、特に

肥満者の場合、衝動性などのパーソナリティ要因の背景にあるBASの発動が食物報酬を伴う

新しい食欲学習に大きく関わっていることを示した。しかし、肥満者とは対照的な摂食抑制

過食行動のメカニズム理解における食物手がかり反応性の学習モデルの役割
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者においては、食物手がかりに対する反応が大きく異なる（Papies et al., 2008）。具体的には、

食物手がかりに対し、即時的に食欲反応を誘発するのではなく、例えば、食物手がかりから

注意をそらしたり（Baumeister & Heatherton, 1996; Mischel & Ayduk, 2002）、「いつ、どこ

で、どのように行動するか」についてif-then形式でプランニングする実行意図方略（Gollwitzer, 

1990）を用いることにより、食物手がかりに直面した場合、自動的にダイエット目標を発動し

たりするなど、食物の誘惑に打ち勝つために、手がかりに応じて自己統制方略を活性化してい

る（Fishbach et al., 2003）。これらのことから、摂食抑制者はRSTにおけるもう一方のBISの

発動を優先させることで、食物からの報酬と脅威による葛藤の解決を試みていることが窺われ

る。

以上のように、摂食行動は複雑で、特に過食は外的および内的な食物手がかりを含む様々な

要因によって動機づけられ、それらに対する処理の違いや個人差要因が、結果的に摂食行動の

違いとなっている。今後は自己統制研究で提案されてきた各種の方略を学習心理学の知見にも

取り入れることで、魅力的な誘惑が多数存在する食環境において、食物手がかりに対する反応

性を軽減し、誘惑に対処する適応的な手法や過食予防の介入手続きを多面的に検証していくこ

とが必要であると考える。また、本論文で取り上げた衝動性などのパーソナリティ要因も、個

人差の測定だけでなく、急速に進展している神経科学の影響を受けており、過食行動の背後に

ある神経心理学的メカニズムについても今後明らかにされることを期待する。
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